


2021 

2 p. 

(acting 

1) 

-18-



日本における速隔心理支援の変遷とそのニーズ・機能の変化

である。電話相談において支援者は、相談者の

状況に関する対処優先性が求められる。その際、

①緊急性・危機場面の判断（自殺企図や他害、

事件性など）、②広義の医療的介入の必要性

（急性期の発症や解離、薬物関連など）、③

コーデイネーション（援助資源や連携機関への

リファーの想定）という、アセスメントの視点

を持つことが不可欠だと指摘されている。

以上のように、電話相談は相談者側のアクセ

スのしやすさに比較して、重篤で緊急性のある

危機介入・危機支援が求められる場合がある。

対面で直接的に相手の様子を目視して行う面接

よりも、遥かに情報量の少ない音声のみの相談

形式で有効な支援を提供していくには、高い専

門性と技能が求められることは明らかである。

電話相談は、電話の普及と当時の時代的要請か

ら、多くの利用者に幅広く手軽に遠隔心理支援

を提供すること、特に自殺予防など、危機介入

という重要な機能を果してきた。同時に、支援

者は、電話というメデイアに特有の支援の難し

さに直面することになり、その支援をより有効

なものにするための新たな専門性が要請される

ことにもなったのである。

3 SNS やオンラインツールの普及と

心理面接

先述の通り、電話相談は 1970 年代以降の支

援ニーズに即し、かつ自殺予防などの危機介入

を担ってきた。しかし時代の変化により支援

ニーズも変化し、その動向に合わせて支援のあ

り方も変更が余儀なくされる。例えば、電話相

談件数全体に対する 30 歳未満の若者世代の相

談件数は、 1982 年の段階では全体の 45% で

あったのに対して、 2017 年には 58％と大幅に

低下している。これは若者世代の日常での非対

面的なコミュニケーション・ツールが電話か

ら一シャルネットワークシステム (SNS) 上で

のやりとりへと移行したことが影響している
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（杉原 2019) 。端的に言えば、若者の電話離れ

は、電話相談離れをも引き起こすことになる。

近年ではこのような動向の変化への対応とし

て、遠隔心理支援の新たなツールとして SNS

を用いた試みが報告されている。 2017 年には

長野県で中高生を対象とした SNS (LINE) 相

談活動が試験的に実施され（杉原•宮田，

2018) 、同自治体で前年度の電話相談窓口では

1 日平均 0.7 件程度だった相談件数が、 LINE

相談では 1 日平均で 112.8 件と激増した。この

結果は、若者世代の SNS による相談のニーズ

が非常に高いことを示している。

以降、他の自治体でも SNS 相談に関するト

ライアル事業が始められ、社会的な注目も高

まっている。このような取り組みが広く普及し

始めた要因としては、 SNS 自体の普及だけで

なく、児童生徒が SNS 上でいじめや事件など

の被害に遭う事件が社会問題化したことも大き

く影響している。文部科学省は 2017 年、いじ

め防止対策協議会年度末最終報告において、現

状の相談ニーズについて以下のように記述して

いる。

）スマートフォンの普及等に伴い、最

近の若年層の用いるコミュニケーション手

段においては、 SNS （ソーシャルネット

ワーキングサービス）が圧倒的な割合を占

めるようになっている。加えて、先般の神

奈川県座間市における SNS を利用した高

校生 3 人を含む 9 人の方が殺害された残忍

な事件を受け、ネットを通じて自殺願望を

発信する若者が適切な相談相手にアクセス

できるよう、これまでの取組の早急な見直

しが求められており、 SNS 等を活用した

相談体制の構築が喫緊の課題となっている。

（文部科学省いじめ防止対策協議会最終

報告「SNS 等を活用した相談体制の構築

に関する当面の考え方」）
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2017 年、神奈川県において SNS 上のやりと

りを発端となった凄惨な事件が大きく報道され、

SNS の危険性がクローズアップされることに

なった。特に SNS 上でメッセージを発信する

要支援者に対して、相談機関の「アウトリー

チ」をいかに拡充し、適切な支援が届けられる

ことが火急の事態となった。若者世代への相談

支援が届きにくい現状にあって、特にいじめ対

応など緊急性の高い支援ニーズに迅速に対応す

るため、 SNS による遠隔心理支援の枠組みの

構築が求められ、以降、厚生労働省や内閣府に

おいても SNS 相談の整備するための取り組み

が進められるに至っている。

以上のように、 SNS による相談は若者世代

の SNS の普及率が高かったという経緯があり叫

SNS を用いた心理支援には主な対象となる

「若者理解」が必須であり、現代の若者の心性

やその多様性を踏まえた関わりが求められる

（畑中， 2019) 。現代社会では若者的モラトリア

ムの期間が長く、若者的な心性を持つ相談者は

年代を問わず増加傾向にあるものの、畑中

(2019) は広く現代の若者の特徴として「まじ

め志向」や「自己操作志向」が高く、自己の多

次元化や主体性を意図的に回避する傾向を挙げ、

それを背景として窮藤や悩みを抱えること自体

の難しさや、アグレッションの抑制や暴発など

の問題が顕在化されやすくなっていると指摘す

る。

このような若者世代への支援アプローチとし

て、学生相談場面のカウセリング実践で SNS

を含むオンラインツールが導入され始めている。

杉原•宮田 (2018) は学生相談にオンライン面

接を導入する意義として、①新しい情報通信

機器の操作に慣れていて、オンラインツールの

導入に対して元々の抵抗感が少ない、②引き

こもりの状態にあったり、休学して地方に戻っ

ていたり、大学キャンパス内で知人に会いた＜

ないなど、そもそもキャンパス内への入構が困

難な学生が多い、③対面でのコミュニケー

ションに抵抗感があり、音声やテキストのみの

やりとりに親和性のある学生が多い、という 3

つの点を挙げている。学生相談の利用対象とな

る学生層自体がオンラインという形態のコミュ

ニケーションに親和性があることは、 SNS に

よる心理支援が普及に関して重要な点である。

相談形式の利用しやすさに関しては、ビデオ

通話、音声通話、チャット形式の面接区分おい

てはチャット形式が最もニーズが高く、ビデオ

通話を用いた面接は、対面製の面接と比較して

も申込数は低い傾向にあるという（杉原・宮田

2018) 。特に、中川・杉原 (2019) によれば、

オンラインツールによる学生相談においては、

同期通信によるリアルタイムのやりとりを用い

た心理支援に比べ、メールやチャットなどのテ

キストによる、あるいはパッケージ化されたプ

ログラム（リラクゼーション法などのエクササ

イズを用いたもの）を利用したワークの実施に

ついて、ニーズが高い傾向にあると報告されて

いる。特に、非対面かつ非同期的なコミュニ

ケーションを基盤とした心理支援の方法が、

SNS を活用した若者支援として一定のニーズ

があることを示唆している。

一方で、杉原 (2020) は、ビデオ通話による

オンライン面接は、何らかの物理的な制約ある

いは体調面での理由を含めて、対面であれば面

接を受けられないクライエントに対しても支援

を提供できるという利点がある、と指摘する。

通常、学生相談場面であれば登学ができなけれ

2) 相談者としてのターゲット 1罰がすでにそのメデイア (SNS) に梢通しているということは、支援の普及において重要な

要因となる。遠隔通信システムを相談業務に用いる場合、相談者と支援者が共にそのシステムに使いtl9［れておく必要が

ある。支援ニーズがあるにもかかわらずうまくシステムを利用できない場合、新たにツールの使い方を党えたり、不具

合に対応しなければならず、支援を利用すること自体がストレッサーになる場合も想定されるからである。心理支援の

利用者がとのようなメデイアを用いた支援方法に親和性があるのか、利用しやすさや必要性をアセスメントした上で、

適切な支援方法を選択する必娑がある。
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ば面接を実施することができない。自宅から出

られないなど、当人にとって最も辛く心身健康

状態が厳しい時期に、面接の機会が提供できな

いのである。その後、大学に実際に来られるほ

どに「回復」しないと要支援者に会えないとい

う事態が通例であった。オンライン面接を活用

することで、クライエントが動けず外出もでき

ないような状態であっても、面接の機会を提供

できる可能性に開かれている。

以上のように、アウトリーチの観点から言え

ば、ビデオ通話による面接は対面面接では、支

援の届かない支援者に心理支援を提供しうると

いう特徴があり、対面面接とは異なる仕方で、

異なるニーズに対応できる可能性を含んでいる。

もちろん、ビデオ通話面接は利用者の自宅での

利用環境や自宅で面接を行うことをめぐる問題

など、新たな課題を顕在化させうるものの、コ

ロナ禍における感染予防対策としての対面面接

の代替案としての視点以上に、いまだ支援手法

として多くの可能性が含まれていると言えるだ

ろう。

4 初期のテレビ電話面接の導入事例

先述したように、本邦で普及してきた電話相

談を含む遠隔心理支援のニーズと機能は、現状

のコロナ禍において遠隔心理支援に求められて

いるものと直結してはおらず、これまでの遠隔

心理支援の発展経緯を俯鰍した上で、現状と照

らし合わせる必要がある。一方、本邦における

ビデオ通話による面接の実践報告として、徳田

(1998, 1999) の学生相談におけるテレビ電話

面接に関する取り組みがある。これらは Zoom

や Skype などのビデオ通話アプリが開発され

る以前の時代に先見性をもって図 1 のような

「テレビ電話相談システム」を構築しており、

加えて対面面接や電話面接などを組み合わせた

実践例とその可能性について報告している。

徳田のこの取り組みがどのような経緯で、つ

図 1 徳田 (1999) によるテレビ電話面接（デモ）の
様子 (p. 111) 

まりどのようなニーズに対応するために導入さ

れたのかという背景も特記すべき点である。当

時の徳田の勤務校（大学）は広範囲に分散した

5 つの分校からなり、かつ自身が保健管理セン

ター所属の専任カウンセラーとして各キャンパ

スを循環し面接を実施する必要があり、「学生

たちと直接対面する機会の圧倒的不足」を電話

面接で補うことに限界を感じ、テレビ電話面

接を導入するに至ったという（徳田， 1999, p 

110) 。

徳田はシステムの導入にあたって、電話では

失われるコミュニケーションの視覚情報を補完

するため、つまり相手の視覚的人物像や面接時

の表情の変化、映像によるイメージの持続によ

る面接の場の感覚の維持、対話中の場の沈黙の

発生など、対面面接であれば生じうる非言語的

側面やこれに起因する心理療法的なプロセスが

より生じやすくするために、テレビ電話という

メデイアを活用する構想に至ったという。

このような対面面接の代替案としてのテレビ

電話という位置づけは、コロナ禍において感染

予防対策の一環としてオンライン面接への移行

の可能性を探っている現在の心理支援のあり方

と近似的であり、本論で徳田の取り組みを改め

て概説することは、現在の時代的なニーズにど

う応えるかを構想するために示唆的である。

当時のテレビ電話システム（図 1) は、一見

すると現在の PC 上でのビデオ会議システムの

- 21 -



神戸学院大学 心理臨床カウンセリングセンター紀要Nn 14 2021 

使用場面とそう大差ないように思えるが、実際

には通信の質は現状とはかなり異なっていたと

思われる。徳田 (1999) の報告によると、面接

に用いられたキャンパス間の通信システムは学

内 LAN を使用したコンビューター・ネット

ワークと内線電話であり、 LAN による通信で

は PC 上部のビデオカメラによる映像のみを伝

え、かつ音声伝達は通常の内線電話での通話を

行い、面接時に 2 回線を使用している。これは

当時の LAN による通話が回線が混み合った場

合に聞き取りづらく面接に使える精度ではな

かったためである。そのため、実際の面接での

利用は限定的であり、継続面接の大部分の過程

を電話による音声のみの面接や対面面接で行い、

補完的にテレビ電話を利用するという、試行的

な導入に留まっている（徳田 1998) 。

また、デイスプレイ上に映し出される映像自

体はカラーではあったが、映像の大きさは縦 9

センチ x 横 11 センチほどで小さい（図 1 の写

真では撮影のため通常の 4 倍の大きさに画面を

拡大しているが、画像が荒くモザイク的になり、

この大きさでは面接には向かないという）。映

像はコマ送り的に見え、相手の表情の変化など

は認知できるものの、顔色や肌のきめなど微細

な特徴は読み取れない。カメラ位置の影響によ

り、互いの視線が合うことはなく、別回線のた

め映像と音声がわずかにずれるなどの違和感が

あることも報告されている（徳田， 1999) 。

以上のような特徴から、技術的には継続的な

実用は難しいと想定されるものの、視覚情報の

補完的な機能が期待されて、当時のテレビ電話

技術が面接へと応用されるに至った。しかし、

テレビ電話の使用にあたり言葉に伴って伝わる

音声による情報を除けば、表情、しぐさ、態度

など身体を通して表出される身体的な非言語的

側面は、対面ほどには機能は期待されないと指

摘されている。例えば、テレビ電話による面接

時特有の距離感について、徳田は「顔は見えて

いるが、手が届かない感じ」「同じく部屋の空

気を吸っていない感じ」という表現を用いてい

る（徳田， 1999, p, 113) 。 3) このような指摘は、

従来の心理臨床面接において、いかに場の空気

感や非言語的な側面によるクライエントとセラ

ピストの間の交流が重要視されてきたかを示し

ているとも捉えられる。

徳田 (1999) は以上の経緯から、遠隔メディ

アを介した面接を試みる際に、条件の整備や各

メディアの特性を踏まえた十分な配慮が必要で

あると強調しており、特に電話やテレビ電話な

どの遠隔メディアを用いた心理療法面接を実施

する際に以下の 3 つの点を特に考慮するべきだ

と主張する（徳田， 1998) 。まず l 点めは、「援

助の対象と目標を限定する」という点である。

これはクライエント自身が現在困っている主訴

を明確に取り上げ、具体的な対応を考えること

であり、主訴の問題解決を目指した短期的な面

接目標を共有することで、コミュニケーション

の情報を乏しさに由来するやりとり上の甑甑を

軽減させるねらいがある。

2 点めとして「面接構造を可能な限り対面面

接に近づける」ということが挙げられる。匿名

性の高い電話相談とは対比的に、継続的な心理

臨床面接過程では、遠隔メデイアを用いる際は

面接構造を明確化し、個人との対話を維持する

必要がある。徳田の報告するテレビ電話面接シ

ステムでは、来談者（学生）は当該キャンパス

の保健管理センターの面接室に実際に足を運ぶ

必要があり、現地スタッフが PC 操作をして、

3) このような指摘は当時の通信粕度が低かったことに由来する、という技術的な問題にどこまで結び付けられるかは議論

の余地がある。現在、一般的に利用されているビデオチャソトツールを用いたとしても、映像や音声の乱れや、対面と

比較した場合の追和感は、当時から見れば大幅に改善されてはいるものの、状況によっては依然として生じうるもので

ある。実際に検討しなければならないのは、そのような遠隔通信におけるギャップが、而接過程に何らかの影糊を与え

うるかどうかであろう（竹田論文を参照）。
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個室でテレビ電話面接がスタートするという構

造であった。基本的には面接者が遠隔である以

外は対面での面接構造と同様で、従来の対面面

接で重視されていた心理療法過程と同様の発想

のもとで面接が進行されていく。

最後に 3 点めとして、「イメージ技法など

パッケージ化されたサポートの導入」が挙げら

れる。徳田は、非言語的な側面の共有しづらさ

という欠点を補完するため、「増井法」（増井，

1994) など、からだの感じゃイメージに焦点を

あてた技法を、面接過程に導入している。イ

メージ技法を導入する意義として、実際には対

面面接でも直接見ることはできない内的イメー

ジを用いているため、遠隔面接であっても導入

への影響が少ないという点、またイメージとい

う非言語的なものを用いることでクライエント

の内的コミュニケーションに重きが置かれるた

め、クライエントとセラピストの間の非言語コ

ミュニケーションに制約があるメディアを使用

してもその効果を発揮しやすい点が示されてい

る（徳田． 1999, p. 114) 。

例えば、クライエントの内的なコミュニケー

ションを重視する技法と遠隔心理支援との関係

に関しては、フォーカシング (Gendlin, 1981/ 

2003) も同様の特徴を指摘できる。フォーカシ

ングでは、問題についての漠然とした身体感覚

である「フェルトセンス」に注目していく内的

行為を相談者に促すもので、実際にフォーカシ

ングが開発された 1970 年代から、電話を用い

た実践が報告されている＇1)。フォーカシングは

カウンセリングの録音記録に基づく逐語研究を

背景に考案されており、クライエントの内的な

プロセスの促進する遠隔心理支援に求められる

はたらきを実行しやすいという特徴がある。同

様に、フォーカシングはそのプロセスを導入す

るための 6 つの手順など、ある種のパッケージ

化がなされていることは示唆的である。

イメージ技法などのパッケージ化されたワー

クの導入が、遠隔メデイアを用いた面接におい

て推奨されるという点に関しては、中） II· 杉原

(2019) の指摘のように、 SNS カウンセリング

のように利用者に教材配信型のワークを受講し

てもらい、そのフィードバックを行うことを通

じた支援のニーズが高いこととも共通している。

徳田による初期のテレビ電話面接の取り組み

やその議論は、用いる遠隔メデイアの技術面が

どこまで心理支援に影響を与え、また遠隔での

心理支援にどのような独自の構造上の課題が認

められるのかという、現代の遠隔心理支援の課

題をさらにより際立たせるものである。遠隔メ

ディアの技術がいかに向上しようとも、物理

的・空間的にクライエントの場を共有しない

「同じ空気を吸っていない」という徳田の感じ

た違和感は、現在、このコロナ禍において新た

に遠隔心理支援を実施し始めた支援者にも、少

なからず共有されうるものだろうと思われる。

5 結 五
ロ

―
-
＝
ロ

以上、遠隔心理支援をめぐる様々な取り組み

が、遠隔メディアの発達と社会的・個別的な

ニーズの掛け合わせにより誕生し、さらに発展

していった推移を追ってきた。総じて、利用者

のニーズに的確、迅速に対応するために、各時

代に登場した遠隔メデイアを心理支援の文脈に

導入し、それにより生じる構造上の課題からい

かに利用者側の不利益を減ずるかを検討し、改

善点を探っていた過程が、遠隔し、理支援の変遷

4) 実際に節者は、 Zoom など速隔メディアを用いたフォーカシング・セソションを実施している。所感としては、対而での実

施と比較して、セソションを進める中で多少のタイムラグや映像情報の違和感はあるものの、遠隔であること自体がフォー

カシングの実施自体に影孵を与えるという印象は有してはいない。一方、対面でのセソションであれば起こりうるプロセ

ス、例えば手足や呼吸などの微細な身体の振る舞い、姿勢や「場の雰囲気」などにはアクセスできない事実はあり、ど

こまで速隔・対而でのフォーカシングのプロセスに差異があるのかについては、今後さらに検討すべき課題である。
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の歴史であったことを本論で確認した。

現時点でも遠隔心理支援の効果をめぐる知見

の集約が進められているが（竹田 2021) 、電

話相談、 SNS 相談やオンライン面接、そして

初期のテレビ電話相談導入事情においても見受

けられたのと同様に、このコロナ禍における遠

隔心理支援という新たな文脈が、心理支援をめ

ぐる新たな課題を浮き彫りにするだろう。各時

代の支援者がそうであったように、利用者の個

別的な状況や、社会的なニーズを考慮しながら、

現代の状況にあった的確かつ継続可能な遠隔心

理支援の可能性を、この状況に直面している実

践家がさらに検討していくことが求められる。
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